
ソウルフルな歌唱で定評のあるダイナが自らの原点に回帰した晩年の傑
作。「ブルースの女王」の称号にふさわしい感動的な名唱がズラリと並ぶ。

ゴスペルやブルースに囲まれて育ち、ジャズ・シンガー、R&B シンガーとして大成したダ
イナ・ワシントンが晩年に吹き込んだブルース・アルバム。以前に彼女がエマーシーに吹
き込んだ曲を含め、古典的なブルースの傑作ナンバーやアルバムのための新しいブルー
ス曲を、ダイナは堂々たる風格とともに歌いこなしてゆく。9分近くにも及ぶ〈ノーバディ・
ノウズ・ザ・ウェイ…〉のしみじみとした味わいも、強く心に残る。

“ワン・ボーイ”“内気なジョニー”などのヒットを放って活躍した人気ポップ・シンガーの
ジョニー・ソマーズ。そんな彼女がヒットを飛ばす直前に吹き込んだ初アルバムが、この「ポ
ジティヴリー・ザ・モスト」である。初々しいソマーズの歌声のバック・アレンジを受けも
つのはマーティ・ペイチとトミー・オリヴァー。ペイチのバンドにアート・ペッパーが参加
して溌剌たるソロをとっていることからも、コレクターには狂喜の1枚になっている。

大きな人気と名声を確立したニーナ・シモンが、彼女のホーム・グラウンドだった“ヴィレッ
ジ・ゲイト”で繰り広げた素晴らしいライヴ・ステージ。個性的なシンガーとしてだけでな
く、ユニークなピアニストとしての個性も充分に発揮してみせている。毅然たる表現を聴
かせる〈ジャスト・イン・タイム〉や、もの哀しい〈朝日のあたる家〉。アフリカン・テイストの

〈ズンゴ〉を含め、彼女のレパートリーの広さもよく表れている名盤。

サラ・ヴォーンのバックをクインシー・ジョーンズのオーケストラが飾るという、ゴージャ
スな共演アルバムである。ジャジーな〈ウィッチクラフト〉や〈アイ・クッド・ライト・ア・ブッ
ク〉などのメロディーの自在な崩し方は、まさにサラ・ヴォーン流。〈セカンド・タイム・ア
ラウンド〉〈フライ・ミー・トゥ・ザ・ムーン〉、「ウェスト・サイド物語」からの〈マリア〉のよう
なポップ曲まで、見事な節回しで歌いこなしてゆく。

「ワン・ボーイ」「内気なジョニー」のヒットで知られるキュートなシン
ガーが、ペッパー参加のオーケストラと共演した人気盤。

聴衆を前にした時に最高の魅力を発揮するニーナが、小さなジャズ・クラブで繰り広
げた感動のステージ。どの歌もどの演奏も、聴く者の心にじんわり染み入ってくる。

聖なる声の持ち主サラが、名アレンジャー、クインシーの指揮によるオー
ケストラをバックに、のびのびと歌ったルーレット時代を代表する名盤。

WPCR-29147� 歌詞付 �[ROULETTE]

ダイナ・ワシントン『バック・トゥ・ザ・ブルース』
Aブルース・エイント・ナッシン・バット・ア・ウーマン・クライン・フォー・ハー・マ
ン／Bロマンス・イン・ザ・ダーク／Cユーヴ・ビーン・ア・グッド・オールド・ワゴ
ン／Dレット・ミー・ビー・ザ・ファースト・トゥ・ノウ／Eハウ・ロング、ハウ・ロング・
ブルース／Fドント・カム・ランニング・バック・トゥ・ミー／Gイッツ・ア・ミーン・
オールド・マンズ・ワールド／Hキー・トゥ・ザ・ハイウェイ／Iイフ・アイ・ネヴァー・
ゲット・トゥ・へヴン／Jダック・ビフォア・ユー・ドラウン／Kノー・ハード・フィーリ
ングス／Lノーバディ・ノウズ・ザ・ウェイ・アイ・フィール・ジス・モーニング
ダイナ・ワシントン（vo）、フレッド・ノーマン（arr, cond）、オーケストラ他

【録音】：1962年7月、11月　ニューヨーク

WPCR-29149� 歌詞付 �[WARNER BROS.]

ジョニー・ソマーズ『ポジティヴリー・ザ・モスト』
A私の心はパパのもの／B昨夜の夢／C春のごとく／Dアイム・
ビギニング・トゥ・シー・ザ・ライト／Eハート・アンド・ソウル／Fア
イ・ライク・ザ・ライクス・オブ・ユー／Gホワッツ・ニュー／Hソー・イ
ン・ラヴ／Iオー・バット・アイ・ドゥ／Jオールド・デヴィル・ムーン／
Kジャスト・スクィーズ・ミー／Lトゥー・ヤング・フォー・ザ・ブルース
ジョニー・ソマーズ（vo）、コンテ・カンドリ（tp）、フランク・ロソリーノ（tb）、アー
ト・ペッパー（cl, as）、バディ・コレット（bs, fl ）他 詳細不明
マーティ・ペイチ（p, arr, condABEHIK）、トミー・オリヴァー（arr, condCDFGJL）

【録音】1959年6月　ハリウッド

WPCR-29148� 歌詞付 �[COLPIX]

ニーナ・シモン・アット・ザ・ヴィレッジ・ゲイト
Aジャスト・イン・タイム／Bヒー・ワズ・トゥー・グッド・
トゥ・ミー／C朝日のあたる家／Dバイ・バイ・ブラッ
クバード／Eブラウン・ベイビー／Fズンゴ／Gイ
フ・ヒー・チェンジド・マイ・ネーム／Hチルドレン・
ゴー・ホエア・アイ・センド・ユー
ニーナ・シモン（vo, p）、アル・シャックマン（g）、クリス・ホワイト（b）、ボブ・ハミ
ルトン（ds）

【録音】1961年4月　ニューヨーク『ヴィレッジ・ゲイト』でのライヴ

WPCR-29150� 歌詞付 �[ROULETTE]

サラ・ヴォーン＆クインシー・ジョーンズ『ユーアー・マイン・ユー』
Aユーアー・マイン・ユー／Bザ・ベスト・イズ・イエット・
トゥ・カム／Cウィッチクラフト／Dソー・ロング／Eセカ
ンド・タイム・アラウンド／Fアイ・クッド・ライト・ア・ブッ
ク／Gマリア／Hビーズと腕輪／Iフライ・ミー・トゥ・ザ・
ムーン（イン・アザー・ワーズ）／Jムーングロウ／Kイン
ヴィテーション／Lオン・グリーン・ドルフィン・ストリート
サラ・ヴォーン（vo）、クインシー・ジョーンズ（arr, cond）、オーケストラ

【録音】1962年1月　ニューヨーク

通常のCDとは別種の液晶パネル用ポリカーボネート樹脂を使用することにより
素材の透明性をアップ、マスター・クオリティに限りなく近づいた高音質CDです。   
詳しくは → shm-cd.jp

全てのCDプレーヤーで再生可能な高音質CD
SHM-CD（Super High Material CD）とは…

※この商品の高音質とはマスターに対する高忠実再生の意味で、音質に関する
　評価は再生環境等により異なりますのでご了承ください。
※SHMおよびSHM-CDロゴは、ユニバーサル ミュージック合同会社と株式会社
　JVCケンウッドの登録商標です。

国内初CD化

特別価格 各¥1,200＋税

24bit デジタルリマスタリング
完全限定盤／SHM-CD仕様

第3弾 全25タイトル：2016年10月26日発売

第4弾 全25タイトル：2016年11月23日発売

ジャズ・マスターズ・コレクション1200 特集サイト http://wmg.jp/special/jazz1200/

名門アトランティック、ワーナー・ブラ
ザーズ・レーベル等に、新たに加わっ
たルーレット、ルースト、ジュビリー、
コルピックス等の名盤、初ＣＤ化の
レア盤をSHM-CD仕様、特別価格で
リリースするシリーズの第3弾＆4弾。
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WPCR-29101� [ROULETTE]

バド・パウエル『ザ・リターン・オブ・バド・パウエル』
Aアイ・ノウ・ザット・ユー・ノウ／Bサムワン・トゥ・ウォッチ・
オーヴァー・ミー／Cザ・ベスト・シング・フォー・ユー／Dオ
ン・グリーン・ドルフィン・ストリート／Eジャスト・ワン・オブ・
ゾーズ・シングス／Fクリフォードの想い出／Gハルシネー
ションズ／Hイフ・アイ・ラヴド・ユー／［オリジナルLP未収
録曲］Iアイ・ヒア・ミュージック／Jニューヨークの秋
バド・パウエル（p）、ジョン・オー（b）、J.C.モーゼス（ds）

【録音】1964年10月22日

5年間におよぶヨーロッパ生活を経て64年、アメリカに戻ったバド・パウエル。そして彼
にとって、これが正式なスタジオ・レコーディングとしては最後の作品になってしまった。
とつとつと語りかけるような〈クリフォードの想い出〉。往時のように天才的な閃きや華
麗なテクニックは影をひそめてしまっているものの、そんな夢を追い求めるかのように
鍵盤をまさぐってゆくパウエルの演奏は、しみじみとして心打たれるものがある。

真の天才が放った枯淡の境地。パリでの生活を終えたパウエルが帰国
後、ルーレットに残した貴重なドキュメント名盤。LP未収録の2曲を追加。

30数年にもわたってジャズ界の第一線で活動を繰りひろげた“ジャズ・メッセンジャーズ”。
70年代の初めにメンバー移動の激しい時期があったものの、ふたたび往時の熱気とパ
ワーを取り戻していったのが、このアルバム前後の頃からではなかっただろうか。覇気あ
ふれるアンサンブルを、バックからアート・ブレイキーが煽り立ててゆくタイトル曲〈バッ
クギャモン〉は、そんなメッセンジャーズの復調ぶりをよくとらえた一曲になっている。

ルースト・レーベルに吹き込まれたソニー・スティットの演奏は、どれも一聴の価値をもっ
ているものばかりである。59年の本アルバムは、ジミー・ジョーンズのトリオをバックに
したワン・ホーン・アルバム。〈フォー・オール・ウィ・ノウ〉や〈オン・ア・スロー・ボート・トゥ・
チャイナ〉のようなスタンダード曲を、バップ・フレーズを駆使してのびやかに歌いあげ
てゆく。どこかくつろいだ雰囲気も感じさせる魅力的な一枚である。

60年代半ば、自身のカルテットを編成してアトランティックと契約を結んだチャールス・
ロイドの第一弾。まだ20歳！だった無名のピアニスト、キース・ジャレットや若きジャック・
ディジョネットらのプレイも含め、大胆な表現の盛り込まれたサウンドが、じつに新鮮で
ある。“枯葉”をモチーフにした〈秋の情景〉、スピリチュアルな〈ラヴ・シップ〉をはじめ、時
代の寵児となってゆくロイド・カルテットの真髄が詰め込まれている傑作。

パーカーとディジー・ガレスピーによる47年、カーネギー・ホールでのライヴが6曲と、53
年パリのディジーのステージが4曲。圧巻は47年のほうで、とくにパーカーがベストと呼
べるソロを繰りひろげてみせる。ライヴということもあって、パーカーに長いソロ・スペー
スが与えられているのも聴きもの。〈チュニジアの夜〉や急速調の〈ディジー・アトモスフィ
ア〉をはじめ、いずれも超名演と呼ぶにふさわしいものになっている。

ソニー・スティット、59年のワン・ホーン・アルバムで、曲によってアルト・サックスとテ
ナー・サックスを自由に吹き分けている。ここでもスタンダード曲やブルースが演奏され
ていて、テンポをゆったりとったところから、いつになくのびやかな吹奏を耳にすること
ができる。バップ・フレーズの魅力はそのままに、くつろいだ感じのプレイからリラック
スした良い雰囲気が生み出されてゆく。名手ロイ・ヘインズのサポートも心地よい。

1975年、ワーナーへ移籍したローランド・カークは、晩年の3部作ともいうべき力作をこのレー
ベルに吹き込んだが、ミニー・リパートンの名曲「ラヴィン・ユー」のカヴァーで知られる本作はその
なかでも屈指の人気盤。カークの音楽はさらなるスケールを増して、まばゆいまでの色彩感をもっ
たサウンドを描き出している。哀愁をもつテーマも素晴らしい〈ユーリピオンのテーマ〉、コルトレー
ンの名曲〈ジャイアント・ステップス〉まで、カークならではの強烈な個性で塗りこめてみせる。

おなじみの人気サックス奏者がワン・ホーンで残した貴重盤。親しみやすいス
タンダードを中心に充実したプレイを披露。LP未収録の別テイク2曲を追加。

キャノンボール・アダレイのグループから独立、60年代のフラワー・ムーヴメントで
一世を風靡したロイドのアトランティック第1弾。名曲「枯葉」を含む「秋の情景」が
圧巻。

前半にモダン・ジャズ＝ビ・バップの立役者が共演したカーネギー・ホールでのライヴ
演奏。後半に異郷の地パリにおけるガレスピー・バンドのライヴ演奏をそれぞれ収録
した、ルースト初期の重要アルバム。

スティットのルースト作品のうち、なぜか今回が初CD化となる超レア盤。名手ロイ・
ヘインズの力強いドラミングを得て、メンバー全員が比較的好調なプレイに終始し
ている。

「ラヴィン・ユー」の名演で支持を得た晩年の傑作。
人生の喜怒哀楽を捉えたヒューマニズム溢れる世界が横溢。

WPCR-29102� [ROULETTE]

アート・ブレイキー＆ザ・ジャズ・メッセンジャーズ『バックギャモン』
Aウラノス／Bウィスパー・ノット／Cバックギャモ
ン／Dブルース・マーチ／Eジョージア・オン・マイ・
マインド／Fサード・ワールド・ブルース／Gナムフ
レイ／H言い出しかねて
アート・ブレイキー（ds）、ビル・ハードマン（tp）、ラジ・カマラ（flG, vo）、デ
ヴィッド・シュニッター（ts, voE）、アルバート・デイリー（p）、鈴木良雄（b）

【録音】1976年3月15、16日　ニューヨーク

WPCR-29104� [ROOST]

ソニー・スティット『ア・リトル・ビット・オブ・スティット』
Aホエン・ザ・レッド・レッド・ロビン・カムズ・ボブ・ボブ・ボビン・アロン
グ／Bフォー・オール・ウィ・ノウ／Cアイム・コンフェッシン・ザット・
アイ・ラヴ・ユー／Dカクテルズ・フォー・トゥー／Eスター・アイズ／
Fオン・ア・スロー・ボート・トゥ・チャイナ／Gローラ／HJ．B．ブルー
ス／Iドント・テイク・ユア・ラヴ・フロム・ミー／Jアフター・ザ・レイ
ト・レイト・ショウ／［オリジナルLP未収録曲］Kアイム・コンフェッシ
ン・ザット・アイ・ラヴ・ユー（別テイク）／Lローラ（別テイク）
ソニー・スティット（as, tsCFHK）、ジミー・ジョーンズ（p）、アーロン・ベル

（b）、チャーリー・パーシップ（ds）
【録音】1959年4月10日　ニューヨーク

WPCR-29106� [ATLANTIC]

チャールス・ロイド・カルテット『ドリーム・ウィーヴァー』
A秋の情景［秋のプレリュード～枯葉～オータム・エ
コー］／Bドリーム・ウィーヴァー［メディテイショ
ン～ダーヴィッシュ・ダンス］／Cバード・フライト／
Dラヴ・シップ／Eソンブレロ・サム
チャールス・ロイド（ts, fl ）、キース・ジャレット（p）、セシル・マクビー（b）、ジャッ
ク・ディジョネット（ds）

【録音】1966年3月29日

WPCR-29103� [ROOST]

ディジー・ガレスピー＆チャーリー・パーカー『イン・コンサート』
Aチュニジアの夜（パート1）／Bチュニジアの夜（パート
2）／Cディジー・アトモスフィア／Dグルーヴィン・ハイ（パー
ト1）／Eグルーヴィン・ハイ（パート2）／Fコンファメイショ
ン／Gスウィング・ロウ・スウィート・キャデラック／Hティン・
ティン・デオ／Iウー・シュビ・ドゥビー／Jスクール・デイズ
A-F:ディジー・ガレスピー（tp）、チャーリー・パーカー（as）、ジョン・ルイス

（pABDEF）、アル・マッキボン（b）、ジョー・ハリス（ds）
【録音】1947年9月29日　ニューヨーク『カーネギー・ホール』でのライヴ
G-J:ディジー・ガレスピー（tp, vo, cga）、ビル・グラハム（as, bs, vo）、ウェイド・
レギー（p）、ルー・ハックニー（b）、アル・ジョーンズ（ds）、ジョー・キャロル（vo）

【録音】1953年2月9日　パリ『サル・プレイエル』でのライヴ

WPCR-29105� [ROOST]

ソニー・スティット『ソニー・サイド・オブ・スティット』
Aスカイラーク／Bドント・ウォリー・バウト・ミー／
C四月の思い出／Dデイ・バイ・デイ／Eレッド・トッ
プ／Fムーンレイ／Gオールド・ファッションド・ブ
ルース／Hアイ・ネヴァー・ニュー／Iヒッツバーグ
ソニー・スティット（as, tsEHI）、ジミー・ジョーンズ（p）、不明（b）、ロイ・ヘイ
ンズ（ds）

【録音】1959年9月21日　ニューヨーク

WPCR-29107� 歌詞付 �[WARNER BROS.]

ローランド・カーク『天才ローランド・カークの復活』
Aユーリピオンのテーマ／Bスウィート・ジョージア・ブラウ
ン／Cアイル・ビー・シーイング・ユー／Dラヴィン・ユー／
Eグッドバイ・ポーク・パイ・ハット／Fゼア・ウィル・ネヴァー・
ビー・アナザー・ユー／Gジャイアント・ステップス
ローランド・カーク（ts, fl , hca, stritchaphone, vo, back vo, arr）、ロメオ・ペンク（bs, oboe）、ハワード・
ジョンソン（tu）、ヒルトン・ルイズ（p, celeste）、ハンク・ジョーンズ（p）、アーサー・ジェンキンス（key）、トゥ
ルーディ・ピッツ（org）、ウィリアム・バトラー（g）、バスター・ウィリアムス（b）、ミルト・ヒントン（b）、マティアス・
ピアソン（b）、チャーリー・パーシップ（ds）、ビル・カーニー（ds）、ジェリー・グリフィン（ds）、ヘイバオ・テクシ
ドール（perc）、ウォーレン・スミス（perc）、フレッド・ムーア（wbd）、ウィリアム・イートン（whistling） 他

【録音】1975年  ニューヨーク

ルーレットに残された70年代JMの代表作。ベニー・ゴルソンが書いた名曲の再演
をはじめ、新旧のメッセンジャーズが一体となって熱気溢れる演奏を繰り広げる。

カラフルなパーカッションの饗宴で始まる〈スリーピング・ジャイアント〉。複雑なリズム
と多彩なエレクトリック・キーボードを使ってサウンドの幅を広げていったハービー・ハ
ンコックが、72年初めに吹き込んだ意欲作である。さまざまな黒人音楽のファクターをと
り入れながらも、それまでに聴かれなかったスペイシーな響きに昇華させてゆくハービー・
ハンコック。「ヘッド・ハンターズ」結成前の彼の音楽の、ひとつの完成形がここにある。

WPCR-29115� [WARNER BROS.]

ハービー・ハンコック『クロッシングス』
Aスリーピング・ジャイアント／Bクエーサー／
Cウォーター・トーチャー
ハービー・ハンコック（p, el-p, perc, melotron）、エディ・ヘンダーソン（tp, 
fl h, perc）、ジュリアン・プリースター（b, t-tb, a-tb, perc）、ベニー・モウピ
ン（ss, a-fl , b-cl, pic, perc）、バスター・ウィリアムス（el-b, b, perc）、パト
リック・グリーソン（synth）、ビリー・ハート（ds, perc）、ヴィクター・パントージャ

（cga） 他

【録音】1972年2月15日～17日　サンフランシスコ

通算10枚目、エレクトロニクスを使った実験的なサウンドが人気を博したハンコッ
クのエムワンディシ期第2弾。エキサイティングでスリリングな演奏が繰り広げられ
ていく。

マイルス・デイヴィス・グループを離れたハービー・ハンコックが、マイルスから得たもの
を独自に昇華させた彼のレギュラー・バンドによる野心作。ハービーのエレクトリック・
ピアノを軸に、3本の管楽器が織りなす幻想的な色彩感。ファンク、モード、フリー、エレク
トリックと、時代の新感覚を自在に取り入れながら冒険心あふれるサウンドを生み出し
てゆくハービーの姿に、いまなお大きな感動をおぼえるアルバムである。

WPCR-29114� [WARNER BROS.]

ハービー・ハンコック『エムワンディシ』
Aオスティナート／Bユール・ノウ・ホエン・ユー・
ゲット・ゼア／Cワンダリング・スピリット・ソング
ハービー・ハンコック（el-p）、エディ・ヘンダーソン（tp, flh）、ジュリアン・プ
リースター（tb）、ベニー・モウピン（b-cl, a-fl）、ロン・モントローズ（gA）、バ
スター・ウィリアムス（b, el-b）、ビリー・ハート（ds）、レオン・チャンクラー（ds, 
perc）、ホセ・チェピト・アリアズ（cgaA, timbA）

【録音】1970年12月31日　サンフランシスコ

全員がスワヒリ語名でクレジットされている。アルバム・タイトルはスワヒリ語で「作
家」の意。8分の15拍子の「オスティナート」をはじめ、シンセを使った緩急自在の
音楽が展開される。この後、一世を風靡するヘッド・ハンターズ前夜の名盤。

独自の理論とともに知的な構築をもつ音楽を創造していったレニー・トリスターノ。そん
なトリスターノの究極の探求心が、この1枚のアルバムに凝縮されている。テープ・スピー
ドを変えた上に自身のピアノをかぶせた〈ライン・アップ〉〈東32丁目〉。ピアノの多重録音
による〈レクイエム〉と〈ターキッシュ・マンボ〉。徹底的にコマーシャリズムを排したレニー・
トリスターノのひたむきな姿が大きな感動を呼ぶ名盤。

WPCR-29113� [ATLANTIC]

レニー・トリスターノ『鬼才トリスターノ』
Aライン・アップ＊／Bレクイエム＊／Cターキッ
シュ・マンボ＊／D東32丁目＊／Eジーズ・フーリッ
シュ・シングス／Fユー・ゴー・トゥ・マイ・ヘッド／
G君がいたなら／Hゴースト・オブ・ア・チャンス／
I君はわがすべて ＊MONO
A-Dレニー・トリスターノ（p）、ピーター・インド（b）、ジェフ・モートン（ds）／
E-Iレニー・トリスターノ（p）、リー・コニッツ（as）、ジーン・ラミー（b）、アート・
テイラー（ds）

【録音】A-D1955年  ニューヨーク／E-I1955年6月11日  ニューヨーク
『ザ・シング・ソング・ルーム、コンフュシャス・レストラン』でのライヴ

ビ・バップと対をなす白人中心のムーヴメント、クール・ジャズの創始
者として知られるトリスターノの代表作。

MJQ のリーダーとしても知られるピアニストのジョン・ルイスが56年、パリへ赴いたときに
地元のプレイヤーたちと共演した美しいアルバム。23歳だったギタリストのサッシャ・ディス
テル、19歳だったバルネ・ウィランらを加えて、ルイスがヨーロッパへの憧れとロマンをいっ
ぱいにふりまいてみせている。タイトル曲〈アフタヌーン・イン・パリ〉や〈ディア・オールド・ス
トックホルム〉を筆頭に、典雅なルイスのピアニズムの魅力が最高に発揮されている1枚。

WPCR-29112� [ATLANTIC]

ジョン・ルイスとサッシャ・ディステル『アフタヌーン・イン・パリ』
Aアイ・カヴァー・ザ・ウォーターフロント／Bディア・
オールド・ストックホルム／Cアフタヌーン・イン・パ
リ／Dオール・ザ・シングス・ユー・アー／Eバグス・
グルーヴ／F柳は泣いている　
ジョン・ルイス（p）、サッシャ・ディステル（g）、バルネ・ウィラン（ts）、ピエール・
ミシュロ（b ABC）、コニー・ケイ（ds ABC）、パーシー・ヒース（b DEF）、
ケニー・クラーク（ds DEF）

【録音】D-F1956年12月4日 フランス、パリ／A-C1956年12月7日 フラ
ンス、パリ

ジョン・ルイスが1956年、パリの一流ミュージシャンと共演した名盤。ケニー・ク
ラークとの再会や名手ディステルの繊細なギター、ロリンズに傾倒していた若きバ
ルネも聴きどころ。

フィラデルフィアの生まれで、ファンキーなタッチを聴かせるハロルド・コービンのプレ
イは、やはり同地出身のレイ・ブライアントやボビー・ティモンズを思わせるものがある。
これは63年、わずか29歳という若さで世を去ってしまったコービンがのこした唯一の
リーダー・アルバム。コービン作になるタイトル曲は、ローカル・レーベルからシングル・カッ
トもされたヒット・ナンバー。他の曲もコービンが、ソウルフルに聴かせてゆく。

WPCR-29111� [ROULETTE]

ハロルド・コービン『ソウル・ブラザー』
Aソウル・シスター／Bドント・ブレイム・ミー／
C ル ネ ／ D ザ・ジ プシ ー ／ Eキャロラ イン ／
FJAMF’S／Gアイヴ・ネヴァー・ビーン・イン・ラ
ヴ・ビフォー／Hザ・ガール・イン・ザ・ウィンドウ／
Iソウル・ブラザー／Jトゥンガ
ハロルド・コービン（p）、スパンキー・デブレスト（b）、エディ・キャンベル（ds）

【録音】1961年6月　ニューヨーク

幻の黒人ピアニストが残した唯一のピアノ・トリオ・アルバム。アーマッド・
ジャマルのスタイルを取り入れた、ソウルフルでファンキーな演奏が秀逸。

ウディ・ハーマン楽団などでプレイしたことでも知られるピアニストのトニー・アレスが
のこした唯一のリーダー・アルバムが「ロング・アイランド組曲」。9人編成のバンドのため
に、トニー・アレスはニューヨーク州の“ロング・アイランド”をテーマにした曲を書いて
組曲風にまとめあげた。アレスの非凡なピアノ・ソロとともに、J.J. ジョンソンをはじめ
とする名手たちのスウィンギーなソロ・リレーを耳にすることができる。

WPCR-29110� [ROOST]

トニー・アレス『ロング・アイランド組曲』
Aレヴィットタウン／Bコロナ／Cアキダクト／Dリ
ヴァーヘッド／Eヴァレー・ストリーム／Fグリーン
ポート／Gファイア・アイランド／Hマサペクア
トニー・アレス（p）、ニック・トラヴィス（tp）、J.J.ジョンソン、カイ・ウィンディング
（tb）、デヴィー・シルドクラウト（as）、セルダン・パウエル（ts）、ピート・モンデロ
（bs）、ビリー・バウアー（g）、アーノルド・フィシュキン（b）、ドン・ラモンド（ds）

【録音】1955年7月　ニューヨーク

50年代の知られざる才能が残した壮大でスウィンギーな組曲。
通好みの名手が多数参加する永遠のコレクターズ・アイテム。

バド・パウエルやアート・テイタムからの影響を感じさせながらも、小粋にスウィングする
タッチを聴かせていったピアニストのルー・レヴィー。50年代に西海岸に腰を落ち着けて
からのルー・レヴィーはRCAなどにリーダー作を吹き込んでいて、これはほぼ同じ頃にジュ
ビリーに録音された貴重な作品。おなじみのスタンダード・ナンバーを中心にとりあげて、
美しく料理してみせる。ピアノ・トリオの楽しさを気軽に味わうことのできる極上の一枚。

WPCR-29109� [JUBILEE]

ルー・レヴィー『プレイズ・ベイビー・グランド・ジャズ』
Aリトル・ガール／Bアイル・ネヴァー・スマイル・アゲイン／
Cアンディサイデッド／Dラヴァー・マン／Eザ・ジプシー／
Fア・サンデイ・カインド・オブ・ラヴ／Gアイヴ・ファウンド・
ア・ニュー・ベイビー／Hスリーピー・セレナーデ／Iジ・エン
ド・オブ・ア・ラヴ・アフェア／Jパリの空の下／Kコム・シ、
コム・サ／Lユー・ドント・ノウ・ホワット・ラヴ・イズ
ルー・レヴィー（p）、マックス・ベネット（b）、ガス・ジョンソン（ds）

【録音】1958年　ロサンゼルス

西海岸で活躍した白人バップ・ピアニストが、ジュビリーに残したゴージャスなピアノ・
トリオ人気盤。シャンソンの名曲「パリの空の下」での哀愁溢れる解釈も味わい深い。

パーカー派の白人アルト奏者として、知る人ぞ知るジーン・クイルがルーストにのこした
貴重なリーダー・アルバム。それだけでなく、ジミー・クリーヴランドをはじめとする名ト
ロンボーン奏者3名が加わっていて、温かく重厚なハーモニーの響きを聴かせている。ご
きげんな乗りをもった〈ザ・プリーチャー〉。リーダーのクイルのエモーショナルなソロは
もちろん、トロンボーンの名人芸も楽しめる、聴きどころの多いアルバムである。

WPCR-29108� [ROOST]

ジーン・クイル『３ボーンズ・アンド・ア・クイル』
Aザ・プリーチャー／Bワ・フー／Cホワッツ・マイ・
ネーム／Dスリー・アンド・ワン／Eルック・マ・ノー・
ハンズ／Fリトル・ビーヴァー／Gイン・ア・メロー・
トーン
ジーン・クイル（as）、ジミー・クリーヴランド、フランク・リハク、ジム・ダール

（tb）、ナット・ピアース（pAEFG）、ハンク・ジョーンズ（pBCD）、ホワイ
ティ・ミッチェル（b）、チャーリー・パーシップ（ds）

【録音】1958年　ニューヨーク

フィル・ウッズとのコンビでも知られる白人アルト奏者が、個性派トロ
ンボーン奏者3人と共演したモダン・ジャズの香り溢れる好作品。2016年10月26日発売
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ベテラン・シンガー、ダイナ・ワシントンが歌う素敵な恋のナンバーの数々。ソウルフル
なスパイスを加えながら〈フライ・ミー・トゥ・ザ・ムーン〉や〈ザッツ・マイ・デザイア〉の
ようなポップ・チューンを歌うダイナの風格をもった表現には、また格別の魅力がある。
チャイコフスキーのメロディーを基にした〈アワ・ラヴ〉など、ロマンティックなダイナ
の歌声を優雅なドン・コスタのオーケストラが、いっそうゴージャスに包みこんでゆく。

WPCR-29123� 歌詞付 �[ROULETTE]

ダイナ・ワシントン『イン・ラヴ』
Aフライ・ミー・トゥ・ザ・ムーン／Bユーアー・ア・スウィート
ハート／Cアワ・ラヴ／Dラヴ・イズ・ザ・スウィーテスト・シ
ング／Eアイル・クローズ・マイ・アイズ／Fアイ・ディドント・
ノウ・アバウト・ユー／Gイフ・イッツ・ザ・ラスト・シング・アイ・
ドゥ／Hドゥ・ナッシン・ティル・ユー・ヒア・フロム・ミー／Iマ
イ・ディヴォーション／Jザッツ・マイ・デザイア／Kワズ・イッ
ト・ライク・ザット／Lミー・アンド・ジ・ワン・ザット・アイ・ラヴ
ダイナ・ワシントン（vo）、ドン・コスタ（arr, cond）、オーケストラ＆ストリングス

【録音】1962年　ニューヨーク

ビリー・ホリデイにも認められ、絶大な人気と実力を誇ったブルースの女王が、スト
リングスとコーラスを含む豪華な伴奏でしっとりと歌った極上のラヴ・バラード集。

さまざまなナンバーをレパートリーにもつニーナ・シモンであるが、まずオスカー・ブラ
ウン・ジュニアの作品が3曲歌われているのが注目される。タイトルになっている〈禁断の
果実〉と〈ラグズ・アンド・オールド・アイアン〉、そして有名な〈ワーク・ソング〉。どの曲も、
力強くエモーショナルな表現を聴かせるニーナが素晴らしい。イタリアン・ソング〈ジャ
スト・セイ・アイ・ラヴ・ヒム〉に漂う、ほのかな哀感も最高だ。

WPCR-29122� 歌詞付 �[COLPIX]

ニーナ・シモン『禁断の果実』
Aラグズ・アンド・オールド・アイアン／Bノー・グッ
ド・マン／Cジン・ハウス・ブルース／Dアイル・ルッ
ク・アラウンド／Eアイ・ラヴ・トゥ・ラヴ／Fワーク・
ソング／Gホエア・キャン・アイ・ゴー・ウィズアウト・
ユー／Hジャスト・セイ・アイ・ラヴ・ヒム／Iメンフィ
ス・イン・ジューン／J禁断の果実
ニーナ・シモン（vo, p）、アル・シャックマン（g）、クリス・ホワイト（b）、ボビー・ハ
ミルトン（ds）

【録音】1961年　ニューヨーク

ゴスペル、ブルース、ソウルの伝統を継承する大歌手ニーナの代表作。オスカー・ブ
ラウン・ジュニア作の表題曲をはじめ、モダン・ジャズの名曲「ワーク・ソング」の力強
い歌唱も迫力満点。

ニーナ・シモンにとって初のニューポート・ジャズ・フェスティヴァル出演になった60年の
感動的なステージ。ソウルフルな〈トラブル・イン・マインド〉、タンバリンを叩きながらリズ
ミックに歌いあげる〈リトル・ライザ・ジェーン〉、ユニークなピアノの弾き語りで聴かせる

〈ユード・ビー・ソー・ナイス・トゥ・カム・ホーム・トゥ〉。ジャズ・シンガーというだけでなく、
フォーク的な味わいをもつニーナの個性をたっぷり味わうことのできる名作である。

WPCR-29121� 歌詞付 �[COLPIX]

ニーナ・シモン・アット・ニューポート
Aトラブル・イン・マインド／Bポーギー／Cリトル・ラ
イザ・ジェーン／Dユード・ビー・ソー・ナイス・トゥ・カ
ム・ホーム・トゥ／Eフロ・メ・ラ／Fニーナズ・ブルー
ス／Gイン・ジ・イヴニング・バイ・ザ・ムーンライト
ニーナ・シモン（vo, p）、アル・シャックマン（g）、クリス・ホワイト（b）、ボビー・ハ
ミルトン（ds）

【録音】1960年6月30日　『ニューポート・ジャズ・フェスティヴァル』でのライヴ

1960年のニューポート・ジャズ祭で繰り広げた熱狂的なステージ。伝統的なブルー
ス、フォーク・ソングからオリジナル、コール・ポーターの名曲まで、切なく激しく、そ
して格調高い、ニーナの歌の世界が展開されていく。

ディズニーのアニメーション映画で“シンデレラ役”をつとめたことでも知られる女優、
歌手のアイリーン・ウッズ。そんな彼女が吹き込んだ唯一のアルバムがジュビリー盤「イッ
ツ・レイト」である。ソフトな美しい声と確かな表現力で綴られるスタンダード・ナンバー
の数々。メキシコの曲〈エストレリータ〉をハミングで歌ってゆくあたりも、彼女の持ち味
といえるだろう。ヴォーカル・マニアにはコレクターズ・アイテムの一枚。

WPCR-29120� 歌詞付 �[JUBILEE]

アイリーン・ウッズ『イッツ・レイト』
Aイッツ・ア・ブルー・ワールド／Bエヴリタイム／
Cホエン・ユア・ラヴァー・ハズ・ゴーン／Dイフ・
アイ・ラヴ・アゲイン／E縁は異なもの／Fエスト
レリータ／Gホワイル・ウィアー・ヤング／Hイフ・
ユー・ワー・マイン／Iアイム・オールド・ファッショ
ンド／Jユーア・ブラーゼイ／Kアイ・リメンバー・
ユー／Lイッツ・レイト
アイリーン・ウッズ（vo）、ビル・クリフトン（arr, dir）

【録音】1956年　ニューヨーク（推定）

ディズニー映画『シンデレラ』の声を担当、可憐な雰囲気が魅力の女性歌手が残した
唯一のアルバム。ヴォーカル・マニアの間では、ジャケ＆内容ともに充実の人気盤と
しても有名な1枚。

ナチュラルな表現を聴かせて、とても良い気分にしてくれるエセル・エニスのデビュー・
アルバムである。スローなバラードが中心で、いずれも哀しい恋の歌ばかり。そんなナン
バーをとりあげて、豊かな情感とともに、そっと寄り添うように優しげな表情で歌ってゆ
く。まだ23歳の若さだったとはいえ、充分に大人の表現を聴かせるエセル・エニス。このあ
とキャピトルや RCA へとメジャーに進出する彼女の、心温まる一枚である。

WPCR-29119� 歌詞付 �[JUBILEE]

エセル・エニス『ララバイズ・フォー・ルーザーズ』
Aラヴ・フォー・セール／Bドリーマー・ドリーマー／
Cブルー・プレリュード／Dオフ・ショア／Eカジュ
アリー／Fヘイ・ジャック／Gララバイ・フォー・ルー
ザーズ／Hセイ・イット・エイント・ソー、ジョー／
Iユード・ベター・ゴー・ナウ／Jブルー・ウィロー／
Kボン・ヴォヤージ
エセル・エニス（vo）、ハンク・ジョーンズ（p）、エディ・ビッグズ（g）、アビー・ベイ
カー（b）、ケニー・クラーク（ds）

【録音】1955年末　ニューヨーク

恋に破れた女心をせつなく歌う実力派黒人女性歌手の初リーダー作。ハンク・
ジョーンズ、ケニー・クラークなど一流ジャズメンで固めた伴奏もパーフェクト。

ジョン・コルトレーンとの共演盤などで大きな注目をあつめたシンガーのジョニー・ハー
トマン。これはコルトレーンとの共演より少し前にルーストに吹き込んだアルバムで、深
い奥行きをもつバリトン・ヴォイスの魅力をたっぷり味わうことができる。バラードを中
心に歌うハートマンの温かい表情を、バックのオーケストラが美しく包み込んでゆく。ハー
トマンの中でも渋い作品だが、それだけにマニアにとっては垂涎の一枚になっている。

WPCR-29118� 歌詞付 �[ROOST]

ジョニー・ハートマン『アイ・ソート・アバウト・ユー』
Aマムゼル／Bトゥ・イーチ・ヒズ・オウン／Cサンデ
イ／Dアローン／Eロング・アゴー・アンド・ファー・
アウェイ／Fアイ・シュッド・ケア／Gリトル・ガール・
ブルー／Hバット・ビューティフル／I君去りし後／
J心安まる頃／Kハウ・ロング・ハズ・ディス・ビーン・
ゴーイング・オン／Lアイ・ソート・アバウト・ユー
ジョニー・ハートマン（vo）、ルディ・トレイラー（cond）、オーケストラ

【録音】1959年1月　ニューヨーク（推定）

ジョン・コルトレーンとの共演で名高い黒人男性歌手が、50年代後半
にルーストに残した知られざる1枚。久しぶりの国内盤発売。

ルースト・レーベルの看板アーティストだったギターのジョニー・スミス。これはピアノ
を加えたオーソドックスなカルテット編成による55年のアルバムで、絶妙のコード・ワー
クを生かしたスミスのロマンティックな持ち味がよく出た一枚になっている。おなじみ
のスタンダード曲とともに、ジョン・ルイスの〈ジャンゴ〉なども美しく演奏。さらにバド・
パウエルの〈ウン・ポコ・ロコ〉をジャジーに演じているのも興味深いところである。

WPCR-29117� [ROOST]

ザ・ジョニー・スミス・カルテット
Aジャンゴ／Bウェイト・ティル・ユー・シー・ハー／
C0500 ブルース／Dモア・ベース／Eウン・ポ
コ・ロコ／Fイージー・リヴィング／Gオールド・ガー
ル／Hリトル・ガール・ブルー／Iタイアード・ブラッ
ド／Jスプリング・イス・ヒア
ジョニー・スミス（g）、ボブ・パンコースト（p）、ジョージ・ルーマニ（b）、マウ
ジー・アレキサンダー（ds）

【録音】1955年10月22日　ニューヨーク（推定）

多くの同業者からいまも尊敬を集める白人ギタリストが、曲ごとに各
メンバーのソロをフィーチャーしたルースト初期の名作。

スティーヴ・キューンをはじめとする新感覚派のトリオを従え、アート・ファーマーがフ
リューゲル・ホーンをもって抒情性をいかんなく発揮してみせる。ブルース表現を知的な
洗練へと高めた、カーラ・ブレイの手になるタイトル曲。西インド諸島に伝わる民謡をア
レンジした〈プチ・ベル〉に漂うほのかな哀感。冒険心あふれる〈アド・インフィニタム〉な
ど、多くの聴きどころをもっているファーマーの傑作アルバムである。

WPCR-29116� [ATLANTIC]

アート・ファーマー・カルテット『ブルースをそっと歌って』
Aブルースをそっと歌って／Bアド・インフィニタ
ム／Cプチ・ベル／Dティアーズ／Eアイ・ウェイ
テッド・フォー・ユー／Fワン・フォー・マジッド
アート・ファーマー（fl h）、スティーヴ・キューン（p）、スティーヴ・スワロウ（b）、
ピート・ラロカ（ds）

【録音】F1965年3月12日　ニューヨーク／ABDE1965年3月16日　
ニューヨーク／C1965年3月30日　ニューヨーク

幻惑的な表題曲が印象的なアトランティック最終作。繊細で暖かいフ
リューゲル・ホーンと、冷たく寂しげなピアノの対比が秀逸。

ジャズ・ファンの永遠の歌姫がルーストに残した三部作の最後を飾る「超」人気盤。
カウント・ベイシー楽団のピック・アップ・メンバーで構成されたコンボをバックに、小
粋＆可憐に歌う。

タイトルどおりにアップ・テンポに乗せて、サラ・ヴォーンの燃えるように鮮やかな歌唱
が楽しめる、ルーレット時代の大傑作アルバムである。ジャジーな魅力を発散してゆくベ
ニー・カーターのオーケストラを向こうに回して、いやが上にもダイナミックな盛り上が
りをみせるサラが凄い。いきなりスキャットから始まる〈君去りし後〉、超アップ・テンポ
の〈トロリー・ソング〉。どれも胸のすくようなトラックばかりである。

ベニー・カーターの編曲・指揮によるオーケストラとの共演で、サラの魅力も倍増。
ヒット曲「アイ・ビリーヴ・イン・ユー」をはじめ、おなじみのスタンダードをたっぷりと
歌う。

WPCR-29124� 歌詞付 �[ROULETTE]

サラ・ヴォーン『ジ・イクスプローシヴ・サイド』
Aアイ・ビリーヴ・イン・ユー／Bハニーサックル・
ローズ／Cガンジス川の月光／Dザ・レディズ・イ
ン・ラヴ・ウィズ・ユー／E君去りし後／Fガーデン・
イン・ザ・レイン／G捧ぐるは愛のみ／Hトロリー・ソ
ング／Iアイム・ゴナ・リヴ・アンティル・アイ・ダイ／
J恋に恋して／Kグレイト・デイ／Lノーバディ・エ
ルス・バット・ミー
サラ・ヴォーン（vo）、ベニー・カーター（arr, cond）他

【録音】1962年8月、9月　ロサンゼルス

ルイ・アームストロングのオールスターズでも活躍したトロンボーン界の大御所のジャッ
ク・ティーガーデン。これはキャピトルとの契約が終了したティーガーデンによって、59
年にルーレットに吹き込まれた作品である。ニューヨークのナイト・クラブ“ラウンドテー
ブル”で繰りひろげられたハッピーなディキシーランド・セッション。〈セント・ジェーム
ス病院〉では渋いヴォーカルも聴かせるなど、芸達者なところをみせている。

WPCR-29130� [ROULETTE]

ジャック・ティーガーデン・アット・ザ・ラウンドテーブル
Aサウス・ランパート・ストリート・パレード／Bセン
ト・ジェームス病院／Cビッグ・ノイズ・フロム・ウィネ
トカ／Dホエン／Eセントルイス・ブルース／Fハ
ニーサックル・ローズ／Gスターダスト／H聖者の
行進
ジャック・ティーガーデン（tb, voBEH）、ドン・ゴールディ（tp, voH）、ヘンリー・ク
エスタ（cl）、ドン・ユーエル（p）、スタン・パルス（b）、ロニー・グレブ（ds）

【録音】1959年7月1日　ニューヨーク『ラウンドテーブル・クラブ』でのライヴ

サッチモとの共演で知られるトロンボーン界の大御所が、自己のグループで快活な
演奏を繰り広げたトラッド・ジャズ名盤。「セント・ジェームス病院」「聖者の行進」な
どディキシー・ジャズの名曲を味わい深く演奏、聴く者の心をそっと温める。

スウェーデンに古くから伝えられてきた美しいトラディショナル・フォークの数々。64年
に北欧を訪れたアート・ファーマーは、そんなメロディーに心惹かれてストックホルムの
スタジオに入り、これらの演奏を吹き込んだ。愁いを含んだ北欧のメロディーと、ファー
マーが奏でるフリューゲル・ホーンを中心にした柔らかい響きが見事にブレンドして、ど
こまでもロマンが広がってゆく。ファーマーのカルテットによる最高傑作盤。

WPCR-29129� [ATLANTIC]

アート・ファーマー・カルテット・フィーチャリング・ジム・ホール『スウェーデンに愛をこめて』
Aウォズ・イット・ユー？／Bゼイ・ソールド・ゼア・
ホームステッド／Cリラクタント・グルーム／Dアン
ド・リッスン・ヤング・ドーラ／E美しき水晶／F真夏
の歌
アート・ファーマー（fl h）、ジム・ホール（g）、スティーヴ・スワロウ（b）、ピート・ラ
ロカ（ds）

【録音】1964年4月28日、30日

北欧ジャズ先進国の印象を、思いのままに綴ったファーマーの詩情溢れる名
盤。ぬくもりに満ちたフリューゲル・ホーンの響きに癒される至福の世界。

“スウィーツ”のニックネームで親しまれている名トランペッターのハリー・エディソン。
そんなエディソンのスウィンギーで流麗なプレイの魅力を気軽に味わうことのできる一
枚である。ストレートとミュートを巧みに使い分けて、心温まる雰囲気をふりまいてゆく
エディソン。どこまでも小粋なエディソンのバックで、トミー・フラナガン、エルヴィン・
ジョーンズというモダン派のリズム陣が、ごきげんなサポートをおこなってみせている。

WPCR-29128� [ROULETTE]

ハリー“スウィーツ”エディソン・クインテット『パテンテッド・バイ・エディソン』
Aウィッチクラフト／Bブルー・スカイズ／Cコン
フェッシン・ザット・アイ・ラヴ・ユー／D浮気はやめ
た／Eキャンディード・スウィーツ／F誰も奪えぬこ
の思い／G二人でお茶を／Hノー・グレイター・ラヴ／
Iトゥエンティ・フォーティ／Jイージー・トゥ・リメン
バー／Kスウィートケイクス／Lエンジェル・アイズ
ハリー“スウィーツ”エディソン（tp）、ジミー・フォレスト（ts）、トミー・フラナガン

（p）、トミー・ポッター（b）、エルヴィン・ジョーンズ（ds）
【録音】1960年2月12日　ニューヨーク

スウィング・スタイルで知られるトランペットの名手が軽妙な好プレイを披露した滋
味溢れる名盤。名盤請負人トミー・フラナガンの参加とその相棒エルヴィン・ジョーン
ズの参加も魅力。

華やかなラテン・パーカッションを加えて吹き込まれた、楽しいソニー・スティットのア
ルバム。全8曲中6曲までがスティットのオリジナルで占められていて、スティットは彼
のペースを崩すことなく、リラックスしてバップ・フィーリングを押し出してみせている。
あくまでも“ソニー・スティット流のラテン・ジャズ”。まだ無名だった頃のチック・コリア
が参加して、リズミックなタッチを聴かせているのも興味深いところである。

WPCR-29127� [ROOST]

ソニー・スティット～チック・コリア『スティット・ゴーズ・ラテン』
Aアー・ユー・リスニング／Bアミーゴス／Cマイ・
リトル・レッド・スエード・シューズ／Dリトモ・ボボ／
Eアイ・トールド・ユー・ソー／Fチック／Gセニョー
ル・ジョーンズ／H枯葉
ソニー・スティット（as, tsEGH）、サド・ジョーンズ（tp）、チック・コリア（p）、ラ
リー・ゲイルズ（b）、ウィリー・ボボ（ds）、カルロス“パタート”ヴァルデス（cga, 
bgo）、オズヴァルド“チワワ”マルチネス（cowbell, maracas, jawbone）

【録音】1963年11月6日　ニューヨーク

パーカッションを加えた、ラテンという切り口でジャズの楽しさを打ち出すことに成
功したスティットの代表作。サド・ジョーンズやチック・コリアの参加も得て全員が印
象的なソロを聴かせる。

アルト・サックスを吹くボビー・ワトソンを音楽監督に迎えて完全復活をとげたジャズ・
メッセンジャーズ。ヴァレリー・ポノマレフとデイヴィッド・シュニッターを加えた3管編
成による77年のホットなアルバムである。タイトル曲はピアニスト、ウォルター・デイヴィ
スJr. のオリジナル。やはりデイヴィスが書いた名曲〈ジョディ〉、ファンキーな〈ロニーズ・
ア・ダイナマイト・レディ〉とともに、ジャズの王道をゆく響きが炸裂する。

WPCR-29126� [ROULETTE]

アート・ブレイキー＆ザ・ジャズ・メッセンジャーズ『ジプシー・フォーク・テイルズ』
Aジョディ／Bキャミ／Cミワコ／Dジプシー・
フォーク・テイルズ／Eタイム・ウィル・テル／Fロ
ニーズ・ア・ダイナマイト・レディ／Gホークマン／
Hマリブ
アート・ブレイキー（ds）、ヴァレリー・ポノマレフ（tp）、ボビー・ワトソン（as）、デイ
ヴィッド・シュニッター（ts）、ウォルター・デイヴィスJr.（p）、デニス・アーウィン（b）

【録音】1977年2月14日、17日、28日、3月1日　ニューヨーク

ウィントン・マルサリスが登場する直前の70年代後半、ルーレットに残された知られ
ざるハード・バップ名盤。ウォルター・デイヴィスJr.を筆頭に、ボビー・ワトソンやヴァ
レリー・ポノパレフらが大活躍。

ソフトでありながら充分にジャジーな表現を聴かせてくれたビヴァリー・ケニー。これは
ルーストからリリースされた彼女の3枚目のアルバムで、タイトルどおりカウント・ベイ
シー楽団の名手たちが集まって、ごきげんなサポートをおこなってみせている。アレンジ
はピアニストのジミー・ジョーンズ。スウィンギーなナンバーとバラードを交互に並べて
歌うビヴァリー・ケニー。粋な選曲にも、彼女の趣味の良さがそのまま表れている。

WPCR-29125� 歌詞付 �[ROOST]

ビヴァリー・ケニー・シングス・ウィズ・ザ・ベイシー・アイツ
Aノーバディ・エルス・バット・ミー／Bザ・モア・アイ・シー・ユー／
Cオールド・バターミルク・スカイ／Dアイ・ネヴァー・ハズ・シーン・
スノー／Eア・ファイン・ロマンス／Fフー・ケアズ・ホワット・ピー
プル・セイ／Gメイキン・ウーピー／Hザ・チャーム・オブ・ユー／
Iイズント・ジス・ア・ラヴリー・デイ／Jメアジー・ドーツ／Kマイ・
カインド・オブ・ラヴ／Lキャント・ゲット・アウト・オブ・ジス・ムード
ビヴァリー・ケニー（vo）、ジョー・ニューマン（tp）、フランク・ウェス（ts, fl ）、ジミー・ジョー
ンズ（p, arr）、フレディ・グリーン（g）、エディ・ジョーンズ（b）、ジョー・ジョーンズ（ds）

【録音】1956年　ニューヨーク
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驚異的なピアノ・テクニックの持ち主だったフィニアス・ニューボーンJr.。そんなフィニ
アスが24歳の時に吹き込んだこのデビュー作には、彼のピアニスティックな個性が縦横
に発揮されている。右手だけでなく、左手の機能もフルに生かして、素早いフレーズを目
まぐるしいまでのスピードで弾ききってゆくフィニアス。“アート・テイタムの再来”と噂
が広まっていた頃のフィニアス・ニューボーンJr. による、胸のすくような快演集である。

WPCR-29138� [ATLANTIC]

フィニアス・ニューボーンJr．『ヒア・イズ・フィニアス』
Aバーバドス／B君はわがすべて／Cモア・アイ・
シー・ユー／Dセリア／Eダーホウド／Fニュー
ポート・ブルース／Gアイム・ビギニング・トゥ・シー・
ザ・ライト／Hアフタヌーン・イン・パリ
フィニアス・ニューボーンJr．（p）、オスカー・ペティフォード（b）、ケニー・クラー
ク（ds）、カルヴィン・ニューボーン（g）

【録音】1956年5月3日、4日

天才アート・テイタムの再来と言われ、圧倒的なテクニックを誇った鬼才フィニアスの
初期代表作。全盛期のバド・パウエルに迫る衝撃的なプレイは、いま聴いても新鮮。

グレン・ミラーやチャーリー・ヴェンチュラ楽団にも加わって、スウィンギーで趣味の良いタッ
チを聴かせてくれたピアニストのルー・スタイン。そんなルー・スタインによってジュビリー
に吹き込まれた、とても珍しい一枚が「8フォー・キックス・4フォー・ラフス」である。オクテッ
ト編成で、ビリー・バターフィールドやピーナッツ・ハッコーなどが参加。トラッドなスタイ
ルとモダンなアレンジがミックスされて、心地よい響きが生み出されている。

WPCR-29137� [JUBILEE]

ルー・スタイン『8フォー・キックス・4フォー・ラフス』
Aアイ・シュッド・ケア／Bザ・ペンデュラム／C嘘は罪／Dザット・
オールド・フィーリング／Eウェイリン・ザ・ブルース／Fユード・
ビー・サプライズド／Gドント・ウォリー・アバウト・ミー／Hルーの
ブルース／Iザッツ・ア・プレンティ／Jホエン・ユア・ラヴァー・ハ
ズ・ゴーン／Kザ・スカル／Lロイヤル・ガーデン・ブルース
ルー・スタイン（p）、ビリー・バターフィールド（tp）、ピーナッツ・ハッコー（cl）、ミ
ルト・イェイナー（asCFIL）、トニー・モトラ（g）、アーロン・ベル（b）、クリフ・
リーマン（ds）

【録音】1954年　ニューヨーク

グレン・ミラーやベニー・グッドマンとの共演で知られる名ピアニストが、管楽器を加
えた小粋なコンボでモダン～スウィング路線の演奏を披露した、ジュビリー初期の
隠れ名盤。

ピアノ・トリオを率いるとともに、TVドラマの世界でも活躍したフランキー・オルテガが、
一世を風靡した人気テレビ・シリーズ「サンセット77」のテーマをドラマチックに料理し
てみせる。名アレンジャー、サイ・オリヴァーのオーケストラをバックに、ラウンジ風のタッ
チもまじえながら乗りの良いプレイを聴かせるフランキー・オルテガ。他にオルテガ自身
やオリヴァーがドラマにちなんで書いたナンバーなどが、楽しく演奏されてゆく。

WPCR-29136� [JUBILEE]

フランキー・オルテガ＆サイ・オリヴァー『サンセット77』
Aサンセット77／Bクッキン・フォー・クーキー／
Cスペンサー・ステイクス・アウト／Dホワット・プラ
イヴェート・アイズ／Eアフター・サンセット／Fサ
ンセット・ストリッパー／Gスチュのブルース／Hレ
ディ・イン・ディストレス／Iダイニング・アット・ディ
ノズ／Jフリー・ウェイ・マンボ
フランキー・オルテガ・トリオ＆サイ・オリヴァー・オーケストラ他

【録音】：1959年3月　ニューヨーク

かつてお茶の間で人気を集めた私立探偵テレビ・シリーズのテーマ音楽を、ジャ
ジーなピアノ・トリオとゴージャスなオーケストラの共演で楽しく聴かせるオルテガ
の人気作。

素晴らしいピアノ・テクニックの持ち主であるだけでなく、エンターテイナーとしても個
性を発揮していった女性ピアニストのドロシー・ドネガン。生涯に10数枚にもおよぶリー
ダー作をのこしたドネガンの初期の代表作である。ラフマニノフのピアノ協奏曲のメロ
ディーをまじえてダイナミックに盛り上がる〈セプテンバー・ソング〉。ブギ・ウギ風の〈セ
ントルイス・ブルース〉をはじめ、ドネガンの多彩な個性を味わうことのできる作品。

WPCR-29135� [JUBILEE]

ドロシー・ドネガン『セプテンバー・ソング』
A捧ぐるは愛のみ／Bセプテンバー・ソング／Cアッ
プ・ア・レイジー・リヴァー／Dハピネス・イズ・ア・シン
グ・コールド・ジョー／Eセントルイス・ブルース／Fラ
ヴ・フォー・セール／Gテンダリー〜星影のステラ／
Hバードランドの子守唄／Iダンシング・オン・ザ・シー
リング／Jアイ・ゲット・ア・キック・アウト・オブ・ユー
ドロシー・ドネガン（p）他
【録音】1955年　ニューヨーク（推定）

パワフルなタッチとダイナミックなスタイルで知られる黒人の女流ピア
ニストが、50年代半ばにジュビリーに残したピアノ・トリオの人気盤。

ミュージカルや TV ショウなどの作曲家として、また趣味の良いジャズ・ピアニストとし
て活躍したサイ・コールマン。そんなサイ・コールマンが57年のブロードウェイ・ミュージ
カル「ジャマイカ」のナンバーを歌い、演奏する。ハロルド・アーレンが書いた音楽は、随所
にカリプソの味を加えたハッピーなもの。コーラスを従え、フルートやギターを加えたア
レンジで楽しく聴かせている。ミュージカルのジャズ版として貴重な一枚。

WPCR-29134� 歌詞付  [JUBILEE]

サイ・コールマン『ジャマイカ』
A今日中に終わるとは思えない／Bサヴァンナ／Cモンキー・
イン・ザ・マンゴー／Dナポレオン／Eジョー、あせらないで／
F一緒に歩けば／Gリトル・ビスケット／Hココナッツ・スウィー
ト／Iボタンを押して／Jホワット・グッド・ダズ・イット・ドゥ
サイ・コールマン（p, voADGI）、ロメオ・ペンク（fl）、バリー・ガルブレイス、ダ
ン・ペリ、スキーター・ベスト（g）、アーロン・ベル（b）、レイ・モスカ、オシー・ジョン
ソン（ds）、コーラス

【録音】1957年　ニューヨーク

洗練されたタッチで知られる作曲家＆ピアニストがリナ・ホーンとリカルド・モンタル
バン主演のミュージカルの音楽に挑戦。カリプソ・リズムやヴォーカル＆コーラスと
の共演で新鮮な魅力が横溢したジャズ・ピアノ作品。

わが国でも高い人気をもっていたピアニスト、ローランド・ハナによる初期のピアノ・ト
リオ作品。アトランティック傍系のアトコ・レーベルに吹き込まれたもので、コール・ポー
ター作になるタイトル曲をはじめ、おなじみのスタンダード・ナンバーを中心にピアニス
ティックなタッチを聴かせている。くつろいだ雰囲気の中にも、確かな手ごたえの感じら
れる演奏。ピアノ・トリオ・ファンの心を必ずや満足させてくれる名盤である。

WPCR-29133� [ATCO]

ローランド・ハナ『イージー・トゥ・ラヴ』
A自由が一番／Bネクスト・タイム・ユー・シー・
ミー／Cフロム・ジス・デイ・オン／Dライク・サムワ
ン・イン・ラヴ／Eイエスタデイズ／Fファルーク・セ
ロニアス／Gイット・ネヴァー・エンタード・マイ・マイ
ンド／Hイージー・トゥ・ラヴ／Iチュニジアの夜
ローランド・ハナ（p）、ベン・タッカー（b）、ロイ・バーンズ（ds）

【録音】1959年9月25日

ビ・バップからクラシックまで自由自在に弾きこなすピアノの魔術師、ローランド・ハ
ナの魅力を満喫できる名盤。ベン・タッカーの強靭なラインも傾聴。美人ジャケットも
人気の秘密。

イースト・コースト派でもウエスト・コースト派でもないという意味から名付けられた
「ノー・コースト・ジャズ」。そんなジョン・ハンディのユニークな個性を味わうことのでき
る代表作の一枚である。チャールス・ミンガスのバンドに参加したあと、独立してから吹
き込んだ作品で、全6曲がハンディのオリジナル。抒情的なナンバーからアグレッシヴな
曲まで、新しい表現を指向していった彼の持ち味がよく発揮されたものになっている。

WPCR-29132� [ROULETTE]

ジョン・ハンディ『ノー・コースト・ジャズ』
Aトゥ・ランディ／Bテイルズ・オブ・パラダイス／
Cブーズ・アップス・アンド・ダウンズ／Dハイ・ナ
ンバー／Eプリティサイド・アヴェニュー／Fノー・
コースト
ジョン・ハンディ（as, ts）、ドン・フリードマン（p）、ビル・リー（b）、レックス・ハン
フリーズ（ds）

【録音】1960年9月　ニューヨーク

ミンガス・バンド出身の個性派サックス奏者が、エヴァンス系の知性派ピアニストと
組んだセカンド・アルバム。全曲、斬新な楽想のオリジナルで構成された文字通りの
意欲作。

“スーパーサックス”などでも活躍した西海岸のサックス奏者、メッド・フローリー。これ
は56年にフローリーが編成したリハーサル・バンドによってジュビリーに吹き込まれた
もので、コンテ・カンドリやビル・ホルマン、メル・ルイスをはじめとする西海岸のトップ・
プレイヤーたちが参加。ごきげんなビッグ・バンド・サウンドを楽しむことができる。メッ
ド・フローリーの熱いミュージシャンシップが伝わってくる貴重な一枚。

WPCR-29131� [JUBILEE]

メッド・フローリー『ジャズ・ウェイヴ』
Aジャズ・ウェイヴ／Bデイヴィー・ジョーンズ／Cアン・オケイジョ
ナル・マン／D波止場にたたずみ／E絶体絶命／Fサムワンズ・
ロッキング・マイ・ドリームボート／Gオーシャン・モーション／Hラプ
チャー／I中国行きのスロー・ボート／Jヨナと鯨／Kシー・チェイス
メッド・フローリー（ts, as）、チャーリー・ケネディ、リッチー・カミューカ（sax）、
ビル・ホルマン（ts, tp）、リー・カッツマン、アル・ポーシノ、レイ・トリスカリ、コン
テ・カンドリ（tp）、ルー・マクリアリー（tb）、デイヴ・ウェルズ（tb, b-tp）、ラス・フ
リーマン（p）、レッド・ケリー、バディ・クラーク（b）、メル・ルイス（ds）

【録音】1957年5月13日、6月3日　ロサンゼルス

クロード・ソーンヒルやウディ・ハーマンをはじめ、スーパーサックスでも活躍した名
サックス奏者が率いたビッグ・バンド名盤。50年代西海岸ジャズのエッセンスが凝縮
したサウンドが秀逸。

50年代にいくつかのシングル盤をリリースし、テレビなどにも出演して人気があったと
いうルー・アン・シムズ。彼女が残した唯一のアルバムが、ジュビリーに吹き込まれた「アッ
ト・セパレート・テーブルズ」である。ここでシムズは名作曲家、ハリー・ウォーレンのナン
バーばかりを選んで歌っている。タイトル曲は映画「旅路」のために書かれた曲。語りかけ
るように歌ってゆくルー・アン・シムズの、温もりのある表情が心に染みわたる。

WPCR-29146� 歌詞付  [JUBILEE]

ルー・アン・シムズ『アット・セパレート・テーブルズ』
Aセパレート・テーブルズ／Bアイ・オンリー・ハヴ・アイズ・
フォー・ユー／Cゼア・ウィル・ネヴァー・ビー・アナザー・ユー／
Dザ・モア・アイ・シー・ユー／Eノー・ラヴ・ノー・ナッシン／Fマ
イ・ドリーム・イズ・ユアーズ／Gユール・ネヴァー・ノウ／Hアイ・
ウィッシュ・アイ・ニュー／Iアイヴ・ガット・トゥ・シング・ア・トー
チ・ソング／Jユーア・ゲッティング・トゥ・ビー・ア・ハビット・ウィ
ズ・ミー／Kオー・ザット・キス／Lジス・イズ・オールウェイズ
ルー・アン・シムズ（vo）、デイヴ・テリー＆ヒズ・オーケストラ、ストリングス＆コーラス

【録音】1958年　ニューヨーク（推定）

「アーサー・ゴッドフリー・ショウ」で一世を風靡した実力派の女性歌手が作
曲家ハリー・ウォーレンの楽曲を取り上げたムーディなバラード・アルバム。

ゴスペルやブルースをルーツにもちながらも、素直な好ましい歌唱を聴かせてくれるデ
ラ・リースが57年、ジュビリーに吹き込んだデビュー・アルバムである。ソフトな出だしか
らダイナミックに盛り上がるタイトル曲。ちょっぴりノスタルジックな雰囲気をたたえ
ながら、どの曲も見事に歌いこなしてゆく。このあとテレビ、映画や多くのショウに出演
してスターとして大成してゆく彼女の、もっとも初期の姿がとらえられている貴重盤。

WPCR-29145� 歌詞付  [JUBILEE]

デラ・リース『メランコリー・ベイビー』
Aマイ・メランコリー・ベイビー／Bフー・キャン・アイ・ター
ン・トゥ／Cムード・インディゴ／Dアイ・ゲット・アロング・
ウィズアウト・ユー・ヴェリー・ウェル／Eコテージ・フォー・
セール／F誰も奪えぬこの思い／Gワン・フォー・マイ・ベ
イビー／Hアイ・クッド・ハヴ・トールド・ユー・ソー／Iホエ
ン・ユア・ラヴァー・ハズ・ゴーン／Jセイ・イット・イズント・
ソー／Kオール・アローン／Lイッツ・マンデイ・エヴリ・デイ
デラ・リース（vo）、シッド・ベース（arr, cond）、オーケストラ

【録音】1957年　ニューヨーク（推定）

豊かな声量と確かな歌唱力。エセル・ウォーターズ、ベッシー・スミスの
流れを汲む正統派の大型新人歌手の記念すべきファースト・アルバム。

カウント・ベイシー楽団の専属シンガーとして名声を確立したあと、61年に独立した
ジョー・ウィリアムスが、ニューヨークのクラブ“バードランド”で繰りひろげた風格あふ
れるステージ。ライヴならではのくつろいだ雰囲気とともに、自作の〈ファイヴ・オクロッ
ク・イン・ザ・モーニング〉をはじめ、スタンダード曲を含めてブルージーに歌いこなす。ハ
リー・エディソン、サー・チャールス以下のスウィンギーなサポートも素晴らしい。

WPCR-29144� 歌詞付  [ROULETTE]

ジョー・ウィリアムス『スウィンギン・ナイト・アット・バードランド』
A九月の雨／Bカム・バック・ベイビー／Cファイヴ・オクロッ
ク・イン・ザ・モーニング／Dセントメリー河に／Eジス・キャント・
ビー・ラヴ／F今夜教えて／Gウェル・オールライト／H彼女に君
のことを／Iジョーンズ嬢に会ったかい／Jウェル・オー・ウェル
ジョー・ウィリアムス（vo）、ハリー・スウィーツ・エディソン（tp）、ジミー・フォレス
ト（ts）、サー・チャールス・トンプソン（p）、ジョー・ベンジャミン（b）、チャーリー・
パーシップ（ds）、ピー・ウィー・マーケット（MC）

【録音】1962年6月　ニューヨーク『バードランド』でのライヴ

ベイシー楽団の専属歌手として人気の男性歌手が、リラックスした雰囲気
のジャズ・クラブでコンボをバックにご機嫌な歌を聴かせたライヴ名盤。

ユーモラスなアルバム・ジャケットも印象的な「シェリフ」では、63年の時点での MJQ の
新しいレパートリーばかりが演奏されている。他の MJQ のアルバムで再演されることの
ない作品ばかりというのも貴重。当時、流行っていたボサ・ノヴァ・ナンバーをとりあげた

〈カーニヴァル（黒いオルフェ）〉や、ブラジルの作曲家ヴィラ=ロボスの手になる〈バキア
ナス・ブラジレイラス〉など、美しい演奏が並んでいる。

WPCR-29143� [ATLANTIC]

モダン・ジャズ・カルテット『シェリフ』
Aシェリフ／Bイン・ア・クラウド／Cバキアナス・ブ
ラジレイラス／Dミーン・トゥ・ミー／Eナチュラル・
アフェクション／Fドニーのテーマ／Gカーニヴァ
ル（黒いオルフェ）
ジョン・ルイス（p）、ミルト・ジャクソン（vib）、パーシー・ヒース（b）、コニー・ケイ（ds）

【録音】1963年5月16日、17日、12月20日

MJQの知られざる代表作!!
絶妙なグループ・エキスプレッションが光る。

チャールス・ミンガスが74年に開いた“カーネギー・ホール”でのコンサートから、熱っぽ
いジャム・セッションのステージを収めている。当時のレギュラー・セクステットを軸に、
ローランド・カーク、チャールス・マクファーソンら旧友たちを加えての、この上なくエキ
サイティングな演奏で、とくにカークのロング・ソロは圧巻！マグマのように熱く濃密な
ミンガス・ミュージックの真髄を耳にすることができる。

WPCR-29142� [ATLANTIC]

チャールス・ミンガス『ミンガス・アット・カーネギー・ホール』
ACジャム・ブルース／Bパーディド
チャールス・ミンガス（b）、ジョージ・アダムス（ts）、ハミエット・ブルイエット

（bs）、ジョン・ファディス（tp）、ジョン・ハンディ（as, ts）、ローランド・カーク
（ts, stritch）、チャールス・マクファーソン（as）、ドン・ピューレン（p）、ダニー・
リッチモンド（ds）

【録音】1974年1月19日　ニューヨーク『カーネギー・ホール』でのライヴ

巨匠ミンガス、後期の大傑作。カーク、ジョージ・アダムス、ジョン・ファディスなど豪
華ミュージシャンを従えた1974年、カーネギー・ホールにおける白熱のライヴ！

ベースとドラムスだけを従えたシンプルなトリオ編成で、ギタリストのジョニー・スミス
が、お馴染みのスタンダード曲を中心に美しく弾きあげる。スタン・ゲッツと共演して大
ヒットになった〈ヴァーモントの月〉をセルフ・カヴァー。ラヴェルの名曲〈パヴァーヌ〉を
とりあげているのも、いかにもスミスらしい。ジョニー・スミスのメロウなギター・サウン
ドの魅力をたっぷり味わうことができる一枚になっている。

WPCR-29141� [ROOST]

ジョニー・スミス『フェイヴァリッツ』
Aヴァーモントの月／Bマイ・ファニー・ヴァレンタ
イン／Cリトル・ガール・ブルー／Dマイ・ワン・アン
ド・オンリー・ラヴ／Eジミー・ヴァン・ヒューゼン・メ
ドレー／Fサテン・ドール／Gブルース・バック・ス
テージ／Hエヴリシング・ハプンズ・トゥ・ミー／Iパ
ヴァーヌ／Jウィロー・ウィープ・フォー・ミー
ジョニー・スミス（g）、ジョージ・ルーマニ（b）、マウジー・アレキサンダー（ds）

【録音】1959年5月20日　ニューヨーク

「ヴァーモントの月」でお馴染みの名ギタリストが、シンプルなトリオ編
成でお気に入りの名曲を取り上げたギター・ファン必聴のアルバム。

躍動的なファンク・ビート。マイルスのもとを離れて、自身のバンドを編成したハービー・
ハンコックがワーナー・ブラザーズと契約を結んで放った第1弾である。「ファット・アルバー
ト」というテレビ番組のために書かれたテーマが中心になっているものの、全体としては
70年代にハービーが目指した方向性が鮮やかに描き出されている。キャッチーな〈ウィグ
ル・ワグル〉などのほか、名曲〈テル・ミー・ア・ベッドタイム・ストーリー〉も収録。

WPCR-29140� [WARNER BROS.]

ハービー・ハンコック『ファット・アルバート・ロトゥンダ』
Aウィグル・ワグル／Bファット・ママ／Cテル・ミー・
ア・ベッドタイム・ストーリー／Dオー！ オー! ヒア・
ヒー・カムズ／Eジェシカ／Fファット・アルバート・
ロトゥンダ／Gリル・ブラザー
ハービー・ハンコック（p, el-p, arr）、ジョー・ヘンダーソン（ts, a-fl）、ジョー・
ファレル（ts G）、ジョニー・コールズ（tp, flh）、ガーネット・ブラウン（tb）、ビ
リー・バトラー（g）、バスター・ウィリアムス（b, el-b）、ジェリー・ジェモット（el-b）、
トゥッティ・ヒース（ds）、バーナード・パーディ（ds）
【録音】1969年10月4日、16日、11月26日、12月8日　ニュージャージー、
ルディ・ヴァン・ゲルダー・スタジオ

ファンクやソウルへの傾倒を示したワーナー移籍第1弾。キャッチーな「ウィグル・ワ
グル」をはじめ、人気曲「テル・ミー・ア・ベッドタイム・ストーリー」、V.S.O.P.で再演
した名曲「ジェシカ」も収録。

ブルージーなタッチが魅力のピアニスト、レイ・ブライアントが72年、モントルー・ジャズ・
フェスティヴァルのステージで繰りひろげたソロ・ピアノ演奏。予定されていたオスカー・
ピーターソンが出演できなくなった為に、急遽ピンチ・ヒッターで起用されたブライアン
トの演奏は、フェスティヴァルを通じてのハイライトになり、以後のブライアント再評価
のきっかけとなった。そんな“伝説”のライヴのすべてが、ここに収められている。

WPCR-29139� [ATLANTIC]

レイ・ブライアント『アローン・アット・モントルー』
Aガッタ・トラヴェル・オン／Ba.ブルース＃3 b.柳
よないておくれ／Cクバノ・チャント／Dロッキン・
チェア／Eアフター・アワーズ／Fスロー・フレイ
ト／Gグリーンスリーヴス／Hリトル・スージー／
I別れのときまで／Jブルース＃2／K“愛の夢”
ブギー
レイ・ブライアント（p）

【録音】1972年6月23日　スイス『モントルー・ジャズ祭』でのライヴ

日本でも高い人気を誇ったモダン・ジャズの名ピアニストが、スイスの
伝統あるジャズ・フェスティヴァルで繰りひろげた伝説のソロ大名盤。
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